
企画展開催

　
戦
後
の
復
興
祭
と
し
て
始
ま
り
、
市
民
の
祭
り
と

し
て
発
展
し
続
け
て
き
た
前
橋
ま
つ
り
。
こ
と
し
も

２
日
間
に
わ
た
り
、盛
大
に
開
催
し
ま
す
。

前橋まつりイベントスケジュール
10日㈯ 11日㈰

イベント名 時間 イベント名 時間
オープニングセレモニー・
ころとんお誕生日会

（立川町通り ）
10:00 花燃ゆセレモニー

（立川町通り ） 10:00

子どもだんべえ踊り
（立川町通り ）

①10:25
②12:40

オープニングダンス
（立川町通り ） 10:30

鼓笛パレード（中心市街地 ） ①11:05
②13:10 鼓笛パレード（中心市街地 ） ①11:05

②13:05

和太鼓（立川町通り ） 12:10 だんべえ踊り（立川町通り ） ①13:50
②15:50

マンドリン（立川町通り ） 11:45 和太鼓（立川町通り ） 11:55
民謡踊り（立川町通り ） 14:00 八木節踊り（立川町通り ） 12:25

祗園山車と子どもみこし
（中心市街地 ） 14:40 祗園山車と子どもみこし

（中心市街地 ） 14:30

だんべえ踊り（立川町通り ） 15:30 大人みこし（中心市街地 ） 17:50
大人みこし（中心市街地 ） 18:00 イベント広場（Ｑのひろば ） 10:10

イベント広場（Ｑのひろば ） 10:10 文化交流広場
（にこにこパーキング ） 11:00

文化交流広場
（にこにこパーキング ） 11:00

中学校・高校吹奏楽演奏会
（前橋プラザ元気21）

①10:30
②11:50
③13:40
④15:00

中学校・高校吹奏楽演奏会
（前橋プラザ元気21）

①10:30
②11:50
③13:40
④15:00

▪
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

右
下
表
の
と
お
り
。
み
こ
し
や
祗
園
山

車
巡
行
、
だ
ん
べ
え
踊
り
、
鼓
笛
パ
レ
ー

ド
、
和
太
鼓
・
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
な
ど
を

行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
本
市
・
前
橋
商
工

会
議
所
・
前
橋
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
大
人
み
こ
し

　
午
後
７
時
か
ら
は
、全
て
の
み
こ
し
が
一

斉
に
担
ぎ
上
が
る
連
合
渡
御
を
行
い
ま
す
。

◦
幕
末
の
奇
兵
隊
が
来
場

　

11
日
午
前
10
時
か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」に
ち
な
ん
だ
セ
レ
モ
ニ
ー

を
開
催
。
幕
末
の
奇
兵
隊
の
隊
士
た
ち
が

来
場
し
ま
す
。

◦
祗
園
山
車
と
子
ど
も
み
こ
し

　
各
町
の
壮
麗
な
山
車
が
街
中
を
巡
行
し

ま
す
。立
川
町
通
り
で
の
、子
ど
も
み
こ
し

と
の
共
演
は
見
ど
こ
ろ
で
す
。

▪
中
心
市
街
地
で
交
通
規
制

　
期
間
中
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
９
時
ま

で
、中
心
市
街
地
で
交
通
規
制
を
実
施
。国

道
50
号
の
一
部
（
本
町
一
丁
目
交
差
点
か

ら
本
町
二
丁
目
五
差
路
交
差
点
ま
で
）も

午
前
11
時
か
ら
午
後
２
時
30
分
ま
で
全
面

規
制
に
な
り
ま
す
。

▪
無
料
お
ま
つ
り
バ
ス
の
運
行

　
ヤ
マ
ダ
グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
前
橋
第
６
駐

車
場
と
国
道
17
号
沿
い
の
前
橋
テ
ル
サ
前

の
間
を
10
分
お
き
に
運
行
し
ま
す
。

日
時
＝
〈
10
日
〉午
前
９
時
15
分
～
午
後
９

時
15
分
〈
11
日
〉午
前
９
時
45
分
～
午
後
９

時
15
分

▪
ま
え
ば
し
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
エ
フ
エ
ム
84
・
５

メ
ガ
ヘ
ル
ツ
実
況
生
中
継

　

期
間
中
は
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
９
時

ま
で
、祭
り
の
様
子
を
実
況
生
中
継
。駐
車

場
情
報
な
ど
も
随
時
放
送
し
ま
す
。

前
橋
ま
つ
り

10
10土
11日

問い合わせは
前橋商工会議所  ☎027-234-5109

（当日は実施本部  ☎027-232-9711）

問い合わせは　アーツ前橋  ☎027-230-1144

日時＝10月９日㈮～来年１月12日㈫、午前11時～
午後７時（水曜を除く。入館は午後６時30分まで。
10月28日㈬・12月23日㈬は開館し、12月24日
㈭は休館）
観覧料＝600円（午後５時以降の入館者・学生・
65歳以上・10人以上の団体は400円、10月28日
は無料）
参加作家＝アトリエ・ワン＋福祉楽団、乾久美子＋
東京藝術大学乾久美子研究室、Eureka、木暮伸也、
木村崇人、小林エリカ、ツバメアーキテクツ、照屋
勇賢、藤野高志／生物建築舎、藤本壮介、水谷俊博
建築設計事務所、三田村光土里、山極満博、ライゾ
マティクス リサーチ

14組の建築家・アーティストが地域を見つめる

2015年10月９日［金］−2016年１月12日［火］

　アーツ前橋では、企画展「ここに棲むー地域社会へのまなざし」を開催しま
す。14組の建築家・アーティストが参加し、「地域に棲まう」という、誰もが
当たり前のように実践していることから、私たちの未来を考えます。

ここに棲む

　「地方創生 」が推進される
現代だからこそ、地域社会を
見つめ直すことが大切。自然
とのつながりや高齢化、福祉
など、さまざまなテーマから見る「棲むこと 」の未
来を感じてもらいたいです。

　建築そのものだけでなく、そこに暮
らす人の物語や、街を見るまなざしに
フォーカスした展覧会だと思います。
私の作品名の「キメラ」とは、一つの生
命体の中に、さまざまな種族が混在し
た状態を表す言葉です。人為的なもの
と、自然なものが共存することの大切
さを表現しています。 
　群馬は車でちょっと行けば森や温泉
といった豊かな自然があり、同時に大
都市である東京にも近い。中途半端な
場所かもしれませんが、都市と自然の
両方が身近なよさもあります。今回の
企画展を、若い世代が、群馬で、前橋
で開催することを考えると、今までに
ない展覧会になると思います。 

地域に棲む―批判的地域主義の再考
日時＝10月17日㈯午後２時
会場＝シネマまえばし（前橋プラザ元
気21別館内）
対象＝一般、先着100人
講師＝渡辺真理さん、乾久美子さん、
小林エリカさん、藤野高志さん
申し込み＝10月16日㈮までにアーツ
前橋へ

今まで見たことのない
展覧会になると思います

本展覧会のみどころ

担当学芸員　吉田  成志

トークセッション

迫力のパフォーマンス

生物建築舎
〈〈キメラ〉〉2015年

Eureka
〈〈Dragon Court Village〉〉2013年

地域社会への
まなざし

生物建築舎
代表  藤野  高志 さん
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